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川内村大字下川内字�

道ノ下�
志賀　泰三�

川内村大字下川内字�

沼田�

川内村大字下川内字�

後谷地�

川内村大字下川内字�

上滝�

東　京　都�

栃　木　県�

佐久間久雄�

井出　剛弘�

渡邉　弘一�

藤田　一二�

小柴　恭男�

表彰区分� 特  別  表  彰 �

多年にわたり、行政区長として村勢振興�

と発展に寄与された功績が顕著である。�

多年にわたり、行政区長として村勢振興�

と発展に寄与された功績が顕著である。�

多年にわたり、行政区長として村勢振興�

と発展に寄与された功績が顕著である。�

多年にわたり、行政区長として村勢振興�

と発展に寄与された功績が顕著である。�

多年にわたり、村監査委員及び消防団長�
として村勢振興と発展に寄与されている�
功績が顕著である。�

多年にわたり、行政区長として村勢振興�

と発展に寄与された功績が顕著である。�

川内村大字上川内字�

下原�
遠藤　治吉�

表彰区分� 功  労  表  彰 �
氏　　名� 住　　所� 功　　　　　　績�

氏　　名� 住　　所� 功　　　　　　績�

多年にわたり、村議会議員及び行政区長�
として村勢振興と発展に寄与されている�
功績が顕著である。�

川内村大字上川内字�

原�
渡邉　一夫�

多年にわたり、農業委員及び行政区長と�
して村勢振興と発展に寄与されている功�
績が顕著である。�

本村の地域振興のため、ふるさと応援モ�
リタロウ基金へ寄付として高額の金員を�
寄贈された。�

本村の地域振興のため、ふるさと応援モ�
リタロウ基金へ寄付として高額の金員を�
寄贈された。�

川内村大字下川内字�

手古岡�
西山　一四�

表彰区分� 特 別 功 労 表 彰 �
氏　　名� 住　　所� 功　　　　　　績�

川内村大字上川内字�

関場�

神農ヨシ子�

左上から順に　小柴恭男さん（代理：出戸達夫さん）　佐久間久雄さん　渡邉弘一さん　井出剛弘さん�
左下から順に　遠藤治吉さん　西山一四さん　議長　村長　渡邉一夫さん
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本
村
の
振
興
発
展
に
寄

与
さ
れ
た
方
を
称
え
る
、

平
成
22
年
度
表
彰
式
を
去

る
11
月
16
日
、
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
な

い
ま
し
た
。�

　
永
年
に
わ
た
り
議
会
議

員
や
農
業
委
員
、
行
政
区

長
と
し
て
地
域
の
振
興
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
方
、
地

域
振
興
の
た
め
多
額
の
金

額
を
寄
贈
さ
れ
た
方
々
が

そ
れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し�

た
。�

　
ま
た
、
第
20
回
う
ま
わ

る
文
学
賞
表
彰
式
が
併
せ

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
詩
部
門
の
応
募
作
品
総

数
は
１
７
９
点
と
多
数
で

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
厳
選

な
審
査
が
行
な
わ
れ
、
優

秀
な
作
品
に
正
賞
、
準�

賞
、
佳
作
、
奨
励
賞
が
選

ば
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
は
正
賞
に
選

ば
れ
た
作
品
の
み
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。�

　
受
賞
者
の
み
な
さ
ん
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し�

た
。�

う
ま
わ
る
文
学
賞
　
正
賞
作
品
紹
介�

あ

さ

の

音

�
 

川
内
小
学
校
　
二
年
　
　
　

井
出
　
紅
希�

ト
ン
ト
ン
ト
ン�

な
ん
の
音�

お
か
あ
さ
ん
が
ご
は
ん
を
つ
く
っ
て
い

る
音
だ�

ゴ
オ
ー
ゴ
オ
ー
ゴ
オ
ー�

な
ん
の
音�

お
か
あ
さ
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が
せ
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た
く
を
し
て
い
る

音
だ�

パ
ン
パ
ン
パ
ン�

な
ん
の
音�

お
か
あ
さ
ん
が
せ
ん
た
く
も
の
を
ほ
し

て
い
る
音
だ�

あ
さ
の
音�

い
っ
ぱ
い
み
つ
け
た�

左上から順に　秋元夏穂さん　秋元真祐さん　西山里奈さん　大山のぞみさん　山中愛心さん　久保田祥子さん　　�
　　　　　　　　西山英里さん　森　秀二さん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�
　左下から順に　井出亜美さん　秋元　唯さん　山田晋委員長　遠藤議長　村長　教育長　井出紅希さん　林　果南さん�

�
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感
　
　
　
謝� 

川
内
中
学
校
　
三
年
　
　
　

西
山
　
里
奈�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん�

 

川
内
小
学
校
　
五
年
　
　
　

山
中
　
愛
心�

う
ま
わ
る
文
学
賞
　
正
賞
作
品
紹
介�

「
あ
り
が
と
う
」�

そ
の
ひ
と
言
が
言
葉
に
で
き
な
い�

感
謝
し
て
い
る
の
に
…
伝
え
ら
れ
な
い�

�

親
が
子
の
世
話
を
や
く�

当
り
前
の
事�

そ
う
思
っ
て
る
自
分
が
い
る�

素
直
に
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り�

反
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た�

幼
い
頃
は
素
直
に
な
れ
た
の
に�

�

親
に
な
れ
ば
わ
か
る
よ�

私
も
そ
う
だ
っ
た
か
ら�

母
が
よ
く
言
う
言
葉�

両
親
を
見
て
い
れ
ば
わ
か
る
は
ず�

気
づ
い
て
い
る
の
に�

ど
れ
だ
け
大
切
に
さ
れ
て
い
る
か
…�

「
い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
」�

そ
の
ひ
と
言
を
言
葉
に
し
よ
う�

感
謝
し
て
い
る
の
だ
か
ら
…
伝
え
よ
う�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
、
う
る
さ
い�

よ
け
い
な
こ
と
を
言
う�

と
き
ど
き
ム
カ
ツ
ク�

な
ん
で
も
聞
い
て
く
る
。�

心
配
ば
か
り
す
る
。�

「
い
が
っ
た
な
ぁ
」
が
口
ぐ
せ�

�

「
お
は
よ
う
」�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
お
せ
ん
こ
う
を
あ
げ

た
。�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
う
何
も
言
わ
な
い
ん

だ
ね
…
。�

と
っ
て
も
さ
み
し
い
…
。�

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
や
っ
ぱ
り
大
好
き�

言
っ
て
あ
げ
な
く
て
ご
め
ん
ね
…
。�
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富
岡
高
校
川
内
校
　
三
年
　
　
　

久
保
田
祥
子�

◎
小
学
生
低
学
年
部
門
（
応
募
作
品
　
58
点
）�

〔
正
　
賞
〕�

　
　
所
　
属
　
　
　 

学
年
　
　  

氏
　
　
名
　
　
　  

題
　
　
目�

川
内
小
学
校
　
二
年
　
井
出
　
紅
希
　
あ
さ
の
音 �

〔
準
　
賞
〕�

川
内
小
学
校
　
三
年
　
秋
元
　
　
唯
　
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
し
ら
が �

〔
佳
　
作
〕�

川
内
小
学
校
　
一
年
　
西
山
　
寛
樹
　
く
も �

川
内
小
学
校
　
一
年
　
遠
藤
　
愛
佳
　
お
し
ゃ
れ
な
は
っ
ぱ �

川
内
小
学
校
　
一
年
　
榊
元
　
子
竜
　
く
も �

川
内
小
学
校
　
一
年
　
古
内
　
龍
雅
　
ぼ
く
の
ひ
ま
わ
り �

川
内
小
学
校
　
二
年
　
秋
元
有
羽
斗
　
ガ
ミ
ガ
ミ
の
お
か
あ
さ
ん �

川
内
小
学
校
　
二
年
　
久
保
田
　
旭
　
ミ
ニ
ト
マ
ト �

川
内
小
学
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三
年
　
山
田
　
瑞
樹
　
自
分
で
で
き
る
こ
と �

川
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小
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三
年
　
猪
狩
　
祐
介
　
魚
つ
り �

川
内
小
学
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三
年
　
井
出
　
亜
美
　
ひ
ま
わ
り
と
太
よ
う �

〔
奨
励
賞
〕�

川
内
小
学
校
　
一
年
　
高
野
　
智
義
　
ほ
た
る �

川
内
小
学
校
　
一
年
　
遠
藤
　
大
翔
　
ぼ
く
の
か
ぶ
と
む
し �

�

◎
小
学
生
高
学
年
部
門
（
応
募
作
品
　
56
点
）�

〔
正
　
賞
〕�

川
内
小
学
校
　
五
年
　
山
中
　
愛
心
　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん �

〔
準
　
賞
〕�

川
内
小
学
校
　
五
年
　
大
山
の
ぞ
み
　
言
葉 �

〔
佳
　
作
〕�

川
内
小
学
校
　
四
年
　
久
保
田
　
萌
　
ひ
ま
わ
り �

川
内
小
学
校
　
四
年
　
大
和
田
実
来
　
わ
た
し
の
妹 �

川
内
小
学
校
　
四
年
　
猪
狩
　
有
希
　「
命
」 �

川
内
小
学
校
　
四
年
　
井
出
　
海
希
　
風
り
ん �

川
内
小
学
校
　
六
年
　
高
木
　
愛
里
　
か
げ �

川
内
小
学
校
　
六
年
　
林
　
　
果
南
　
そ
ら
君 �

〔
奨
励
賞
〕�

川
内
小
学
校
　
四
年
　
遠
藤
　
勇
騎
　
夕
日 �

川
内
小
学
校
　
四
年
　
大
和
田
佳
生
　
君
と
ぼ
く �

川
内
小
学
校
　
五
年
　
遠
藤
　
遥
奈
　
家
族 �

川
内
小
学
校
　
六
年
　
秋
元
　
　
霞
　
自
分 �

川
内
小
学
校
　
六
年
　
宗
像
ひ
ず
る
　
私
が
い
る
わ
け �

川
内
小
学
校
　
六
年
　
三
瓶
菜
央
美
　
空 �

�

◎
中
学
生
部
門
（
応
募
作
品
　
55
点
）�

〔
正
　
賞
〕�

川
内
中
学
校
　
三
年
　
西
山
　
里
奈
　
感
謝 �

〔
準
　
賞
〕�

川
内
中
学
校
　
二
年
　
秋
元
　
真
祐
　
今 �

〔
佳
　
作
〕�

川
内
中
学
校
　
一
年
　
佐
藤
　
莉
紗
　
自
分
ら
し
さ �

川
内
中
学
校
　
二
年
　
遠
藤
　
晴
樹
　
俺
の
グ
ロ
ー
ブ �

川
内
中
学
校
　
二
年
　
遠
藤
　
勇
樹
　
僕
の
野
球 �

川
内
中
学
校
　
二
年
　
佐
藤
　
　
翼
　
夢
の
ホ
ー
ム
ラ
ン �

川
内
中
学
校
　
三
年
　
秋
元
　
夏
穂
　
時
間 �

川
内
中
学
校
　
三
年
　
三
瓶
　
拳
也
　
人
生 �

川
内
中
学
校
　
三
年
　
林
　
　
公
慈
　
何
か
が
長
か
っ
た �

〔
奨
励
賞
〕�

川
内
中
学
校
　
一
年
　
三
瓶
　
若
那
　
ゴ
ミ �

川
内
中
学
校
　
三
年
　
横
田
奈
々
美
　
が
ん
ば
ろ
う �

�

◎
高
校
生
部
門
（
応
募
作
品
　
10
点
）�

〔
正
　
賞
〕�

富
岡
高
校
川
内
校
　
三
年
　
久
保
田
祥
子
　
そ
の
時�

〔
準
　
賞
〕�

富
岡
高
校
川
内
校
　
三
年
　
西
山
　
英
里
　
変
化
の
中
で �

〔
佳
　
作
〕�

富
岡
高
校
川
内
校
　
三
年
　
森
　
　
秀
二
　
変
わ
ら
な
い
も
の �

毎
日
の
そ
の
時
そ
の
時�

あ
の
一
瞬�

�

そ
の
積
み
重
ね
が
今
に
な
る�

�

汗
を
流
し
暑
さ
寒
さ
に
た
え�

苦
し
さ
辛
さ
を
味
わ
い�

涙
を
流
し
た
あ
の
時�

コ
ー
ト
に
立
ち
こ
ぶ
し
を
振
り
上
げ
喜
ぶ
今�

�

あ
の
積
み
重
ね
が
今
実
る�

�

時
に
は
一
瞬
で
壊
れ
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る�

�

関
係
・
信
頼
・
と
き
に
は
命�

思
い
も
よ
ら
ず
失
っ
て
し
ま
う
も
の
が
あ
る�

�
そ
の
後
悔
や
悲
し
み
も�

先
の
自
分
に
繋
が
っ
て
い
く�

�

未
来
の
自
分�

何
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か�

今
の
自
分�

何
を
す
べ
き
か�
�

そ
の
何
か
を
つ
か
ん
だ
時�

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が�

一
つ
に
繋
が
り
始
め
る�

�

そ
し
て
今�

一
つ
に
繋
が
っ
た
何
か
を�

伝
え
叶
え
る�

�

そ
の
時�

今
年
の
応
募
作
品
数
及
び
、
正
賞
・
準
賞
者�
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区　分�
�
20年度�

住民基本台帳人口�
（20年度末）�

3,128人�

歳出額　A�
�

2,643,280�
千円�

実質収支�
�

119,810�
千円�

人件費　B�
�

583,368�
千円�

（参考）　　　　　�
19年度の人件費率�

22.8％�

人件費率�
B／A�

22.1％�

区　分�
�
20年度�

職員数�
A�

60人�

給　料  �
207,471�

千円�

B　計  �
308,239�

千円�

職員手当�
18,436�
千円�

期末・勤勉手当�
82,332　�
千円　�

（参考）都道府県平均�
一人当たり給与費�

5,826千円�

一人当たり�
給与費B/A�

5,137千円�

給与費�

（注）1　職員手当には退職手当を含まない。�
　　2　職員数は、21年4月1日現在の職員70名から特別会計部門10名を除いた人数である。�

（注）1　川内村の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数である。�
　　2　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。�

※平成19年4月に7級制から6級制に変更している。（旧給料表の1級及び2級並びに4級及び5級をそれぞれ統合）�

平成21年度は特別職の報酬15％、職員手当等で管理職手当及び通勤手当を減額している。�

一般行政職�

区　分�
�

川内村�
福島県�
国�

類似団体�

平均年齢�
�

41.1歳�
43.8歳�
41.5歳�
43.1歳�

平均給料月額�
�

329,200円�
347,200円�
325,521円�
318,681円�

平均給与月額�
�

362,200円�
420,122円�

―�
357,062円�

平均給与月額�
（国ベース）�
362,402円�
379,814円�
391,770円�
349,212円�

（注）1「平均給料月額」とは、21年4月1日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均である。�
　　2「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当などのす
　べての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされているものである。�
　　また、「平均給与月額（国ベース）」は、国家公務員の平均給与月額には時間外勤務手当、特殊勤務手当等の手
　当が含まれていないことから、比較のため国家公務員と同じベースで再計算したものである。�

区　分�

一般行政職�
大学卒�
高校卒�

川内村� 福島県�
175,100円�
142,500円�

国�
172,200円�
140,100円�

181,800円�
146,900円�

区　分�
6級�
5級�
4級�
3級�
2級�
1級�

標準的な職務内容�
参事・課長�
主幹�
主任主査・主任保育技師・主任看護師�
主査・保育技師�
副主査・保育技師�
主事・技師・保育技師�

職員数�
7人�
11人�
7人�
18人�
2人�
1人�

構成比�
15.2％�
23.9％�
15.2％�
39.1％�
4.3％�
2.3％�



（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。�

5,382千円�
89千円�

15,450千円�
257千円�

川内村� 国�

―�一人当たり平均支給額（20年度）�
1,372千円�

（20年度支給割合）�
勤勉手当�
1.50月分�

期末手当�
2.93月分�

（加算措置の状況）�
 職制上の段階、職務の級等による加算措置�
 役職加算5～15％�

（20年度支給割合）�
勤勉手当�
1.5月分�

期末手当�
3.0月分�

（加算措置の状況）�
 職制上の段階、職務の級等による加算措置�
 役職加算5～20％�
 管理職加算10～25％�

川内村� 国�
（支給率）　　　　　　　自己都合　 勧奨・定年�
勤続21年　　　　　　  21.00月分　27.30月分�
勤続25年　　　　　　  33.75月分　42.12月分�
勤続35年　　　　　　  47.50月分　59.28月分�
最高限度額　　　　　　59.28月分　59.28月分�
その他の加算措置�
定年前早期退職特例措置（2～20％加算）�

（支給率）　　　　　　　自己都合　 勧奨・定年�
勤続21年　　　　　　  21.00月分　27.30月分�
勤続25年　　　　　　  33.75月分　42.12月分�
勤続35年　　　　　　  47.50月分　59.28月分�
最高限度額　　　　　　59.28月分　59.28月分�
その他の加算措置�
退職勧奨55歳～58歳未満について1号給�

支給実績（20年度決算）�
支給職員1人当たり平均支給年額（20年度決算）�
職員全体に占める手当支給職員の割合（20年度）�
手当の種類（手当数）�

支給実績（20年度決算）�
職員1人当たり平均支給年額（20年度決算）�
支給実績（19年度決算）�
職員1人当たり平均支給年額（19年度決算）�

0千円�
0円�
0％�

手当の名称� 主な支給対象職員� 主な支給対象業務� 左記職員に対する支給単価�
防疫作業に従事する手当�
行旅死病人取扱に従事�
する手当�
死犬等の処理に従事する手当�

左記業務に従事したとき�

左記業務に従事したとき�
�
左記業務に従事したとき�

左記業務に従事した職員�
行旅病人を扱った場合�
行旅死体を処理した場合�
左記業務に従事した職員�

日額　　  500円�
1件　　 1,000円�
1件　 10,000円�
1件　　　 500円�

手当名�
�
�
�

扶養手当�
�
�

住居手当�
�
�

通勤手当�
�
�

管理職手当�
�

宿日直手当�

内容及び支給単価�

持家　2,500円（新築・購入後5年3,000円）�
借家　家賃－9,500円の１/2限度27,000円�
通勤距離2km以上�
交通機関　運賃等に相当する額�
限度（51,000円超は、その額と51,000の1/2）�
自動車等　2,200円～43,900円�

課長職　給料×5～6％��
一般の宿日直　　4,200円�

支給職員1人当たり�
平均支給額�
（20年度決算）�

支給実績�
（20年度決算）�

国の制度�
との異同�

国の制度と�
異なる内容�

他に生計の途がなく、主としてその職員の扶養を受�
けているもの�
配偶者　　13,000円　2人まで（配有）　6,000円�
1人（配有）　6,500円　1人（配無）　　11,000円�
特定加算　　　 5,000円�

�
�
同�
�
�

異��
�

異��
�

異��
同�

�
�
―�
�
�

支給要件�
及び金額�
�

支給額��
�

支給額��
―�

�
�

8,362千円�
�
�

3,254千円��
�

1,470千円��
�

2,078千円��
　　0千円�

�
�

21,441円�
�
�

8,795円��
�

3,419円��
�

25,975円��
0円�



※特別職の給料は15％減額し支給している。�

（注）1　職員数は一般職に属する職員数である。　　2　［　］内は、条例定数の合計である。　　3　教育長は除く�

＊教育長は除く�

（注）　定員適正化目標：17～21年度の5年間で4名の削減。�

給 

料�

報 

酬�

期
末
手
当�

退
職
手
当�

区　分�

村　　　長�
副　村　長�

�議　　　長�
副　議　長�
議　　　員�
村　　　長�
副　村　長�
議　　　長�
副　議　長�
議　　　員�

村　　　長�
副　村　長�

�

（参考）類似団体における最高／最低額�703,000円（597,500円）�
562,000円（477,700円）�

270,000円
232,000円 �
218,000円

（21年度支給割合）　　　　　　　3.05月分�

（21年度支給割合）　　　　　　　3.05月分�

（算定方式）�
支給月額×在職月数×48／100�
支給月額×在職月数×29／100

（支給時期）�
任期毎�
任期毎�

798,000円／292,300円�
663,000円／420,000円�
307,000円／150,000円�
251,000円／115,000円�
228,000円／  97,000円�

給料月額等�

区分�
部門�

議会�
総務�
税務�
民生�
衛生�
農水�
商工�
土木�
小計�

その他公営企業�
その他�

学校以外の教育職�
小計�

小計�

対前年�
増減数� 主な増減理由�

0�
0�
0�
0�

－1　�
0�
0�
0�

－1　�
0�
0�
0�
1�
1�
0［0］�

職員数�
平成20年� 平成21年�
1�
16�
5�
13�
3�
10�
0�
4�
52�
8�
8�
2�
8�
10�

       70［70］�

1�
16�
5�
13�
2�
10�
0�
4�
51�
8�
8�
2�
9�
11�

　    70［70］�合計�

区　分��
職員数�

20歳�
未満�
0人�

20歳�
23歳�
1人�

24歳�
27歳�
2人�

28歳�
31歳�
15人�

32歳�
35歳�
12人�

36歳�
39歳�
6人�

40歳�
43歳�
4人�

44歳�
47歳�
3人�

48歳�
51歳�
5人�

52歳�
55歳�
13人�

56歳�
59歳�
9人�

60歳�
以上�
0人�

計��
70人�

区分�
部門�

一般行政�
�

教育��
公営企業�
等会計�

計�

17年�
計画始期�

18年�
2年目�

19年�
3年目�

20年�
4年目�

21年�
5年目�

17年～21年�
計�

56�
－�
9�
－�
8�
－�
73�
－�

54�
－2�
7�
－2�
10�
＋2�
71�
－2

52�
－2�
8�
＋1�
10�
0�
70�
－1

52�
0�
8�
0�
10�
0�
70�
0

49�
－3�
11�
＋3�
11�
＋1�
71�
＋1

－7�
－7�
2�
2�
3�
3�
－2�
－2

公営企業�
会計部門�

特別行�
政部門�

一般行�
政部門�

歯科医師の増�

人事の配置に伴う減�





しめ縄作り教室のお知らせ�
～川内村里山の楽しみ再発見講座第9回～�

イノシシの狩猟期間を�
3月15日まで延長します�

　地元産の稲ワラでご自宅の正月飾り、しめ縄を作ってみま
しょう。今年で5年目になりました里山の楽しみ再発見講座
では生活に根ざした誰にでもできる伝統技術を楽しみなが
ら受け継いでいきます。小学生も縄モジリができるようになり
ます。お昼には地元の食材でつくった温かい昼食を用意し
ます。参加希望の方は次のとおりお申込ください。�
■期　日　12月11日（土）　10時～13時頃まで�
■場　所　第1区（高田島）集会所�
■講　師　遠藤一義先生（上川内字糠馬喰）�
■会　費　500円（昼食込み、当日ご持参ください）�
■申込み先　　 39－0930�
■申込み期限　12月10日（金）まで�
■主　催　里山の楽しみ再発見講座（幹事　小塚勝昭）�
■後　援　川内村公民館�

給与所得者の個人住民税は�
『特別徴収』で納税を強化月間実施中�

　福島県では、イノシシによる農業被害を低減するため、
県内全域で、イノシシの狩猟期間を1ヶ月延長しました。�
　なお、延長した期間は、イノシシのみの狩猟が可能とな
り、他の鳥獣を捕獲することは違法となりますのでご注意く
ださい。�
（イノシシ以外）平成22年11月15日～平成23年2月15日�
（イノシシ）平成22年11月15日～平成23年3月15日�

◆狩猟事故防止のために�
　○狩猟者の方へ�
　・山林では森林施行、工事及び測量などが実施され
　　ているので、発砲に際しては矢先の安全を十分に
　　確認してください。�
　○農作業等で入山される方へ�
　・入山される際には、鈴やラジオなど音の鳴るものを携
　　帯してください。�
　・入山される際は、迷彩服などはできるだけ避け、目立
　　つ服装（オレンジ色の帽子など）を心がけてください。�

平成22年度年末・年始の交通安全�
事故防止県民総ぐるみ運動実施�

■期　間　平成22年12月10日（金）～平成23年1月7日（金）�
■運動の重点　（１）飲酒運転の根絶�
　　　　　　　（2）夕暮れ時と夜間の交通事故防止�
　　　　　　　（3）全ての座席のシートベルトとチャ
　　　　　　　  イルドシートの正しい着用の徹底�
☆運動のスローガン☆�
　「ちょっと待て　たった一杯　危険はいっぱい」�

　給与所得者の個人住民税（個人市町村税と個人県民税）
は、法令により、原則として、事業者が給与から特別
徴収（引き落とし）して、従業員に代わって市町村に納
税することとされています。�
○所得税は源泉徴収しているけれど、個人住民税は特　
別徴収していないということはありませんか？�
○原則として、パート・アルバイトを含むすべての従業員か
ら特別徴収をする必要があります。�
○税額の計算は市町村で行いますので、所得税のよう　
に税額の計算や年末調整をする手間はかかりません。�
＜従業員の皆さまには次のようなメリットがあります＞�

○一人ひとりが金融機関へ納税に出向く手間が省けます。�
○普通徴収が原則4回に分けて納めるのに対して、12回
に分けて納めることとなるので、1回あたりの負担が軽くなり
ます。�
　県内全市町村と福島県では、個人住民税の特別徴収の
徹底に取り組んでいます。すべての従業員から特別徴収を
行っていない事業者は、特別徴収への切替をお願いします。�

斎場「聖香苑」から�
年末年始の業務のお知らせ�

福島地方法務局からのお知らせ�
　平成23年1月1日から帰化許可申請事件等の国籍
に関する事務は、福島地方法務局戸籍課において
のみ取り扱うこととなりましたので、お知らせい
たします。なお、ご不明な点がありましたら、福
島地方法務局戸籍課までお問い合わせ願います。�
■問い合せ�
　〒960－8021　福島市霞町1－46�
    福島地方法務局戸籍課　　 024－534－1933

料理教室に参加してみませんか？�
　食生活改善推進協議会が主催となり料理教室を開
催します。今回のテーマは「高齢者の低栄養予防のた
めのバランスのとれた食事」です。興味のある方は、ぜ
ひご参加ください。�
■期　日　12月7日（火）�
■受　付　午前10時～午後1時�
■場　所　ゆふね�
■内　容　鶏手羽元のやわらか煮、きのこの白和え、
　　　　　さんまの松葉汁　他�
　　　　　（変更になる場合もあります）�
■持参するもの　エプロン・米1合�
※参加を希望される方は保健福祉課に申し込んでください。�

　年末年始の斎場業務についてお知らせいたします。�
○平成23年1月1日（土）から平成23年1月3日（月）ま
　で休業します。�
○年末の業務は、12月31日（金）までの『使用許可』
　を受けている方まで執行します。�
○年始の火葬業務は、1月4日（火）から行います。�
※休業中のお問い合わせは、役場（　 38－2111）ま
　でご連絡をお願いします。�
※斎場職員に対する「心付け」「謝礼」等は、固くお断
　りしております。�



　平成22年分の所得税の確定申告書の提出を、納税者本人の電子証明書を利用して、平成23年1月4日から3月
15日までの期間内にe-Tax（国税電子申告・納税システム）で行う場合、所得税額から最高5,000円（その年分
の所得税額を限度とします。）の控除を受けることができます。（平成19年分から平成21年分の確定申告で、こ
の税額控除の適用を受けた方は受けられません。）�
�
�
①電子証明書の取得方法�
　役場窓口で住民基本台帳カード（住基カード）を入手し、申請書等を提出して取得できます。�
（発行手数料として、住基カードは500円、電子証明書は500円が必要）�
　本人確認書類（運転免許証、パスポートなどの官公署が発行した写真付きの証明書）、印鑑をご持参ください。�
（住基カード取得には数週間かかります。）�
②ICカードリーダライタの用意�
　「公的個人認証サービス」の電子証明書は住基カードの中に入れますので、ICカードリーダライタという住基カードの
情報を読み取るための装置をご準備ください。�
　ICカードリーダライタは家電量販店やインターネット販売で購入できます。�
■お問い合せ窓口　担当課：川内村役場  住民課　住民係　　38－2113

　医療機関で処方されるお薬のほとんどが、新薬（先
発医薬品）です。でも会計の時に「高くて、家計の負担
になる…」と感じたことはありませんか？そんなときに
「ジェネリック医薬品（後発医薬品）」が力になります。�
　ジェネリック医薬品の価格は新�
薬の2割～8割程度。有効主成分�
は新薬と同じです。お財布の強い�
味方になってくれるのが、ジェネリ�
ック医薬品です。�

　「どんなに安くても、安全�
性が心配」と思う方もいるか�
もしれませんが、ご安心を。�
ジェネリック医薬品は新薬と同じ主成分で厚生労働省
のジェネリック医薬品承認基準をクリアした、信頼でき
るお薬です。�
　欧米ではすでに全医療用医薬品の50％以上がジェ
ネリック医薬品になっているほど一般的な存在です。�

　新薬の開発には時間とコストがかかりますが、特許期間中は、開発�
メーカーが独占的に新薬を製造することができます。�
　しかし、この特許期間が過ぎれば、ほかのメーカーも同じ主成分の薬を製造することが可能となります。
これがジェネリック医薬品です。開発コストがかからないぶん、新薬より安く提供できるのです。�

電子証明書を取得して、e-Taxを利用しませんか。�

詳しくは…川内村役場　住民課　　38－2113

 ◇暖房器具からの火災を防ぐポイント！�
●ストーブ上や周囲で衣類等を干さない。　　●スプレー缶や可燃物が近くにある場所では使用しない。�
●外出するときには必ず消火してからその場を離れる。　　●燃料を給油するときは、必ず消火してから行う。�
●カートリッジタンクの口金は、確実に閉めたことを確認してからストーブにセットする。�
◇低温着火に注意しましょう ！�
まさか・・・壁の中から出火！�
熱を加え続けられた木材の水分が蒸発・乾燥して「炭化」し、ある日突然燃え上がることを「低温着火」といいます。燃
えている物がないのに煙の臭いを感じた場合は、壁内部の木材などが炭化している恐れがあります。ガスコンロ横のタ
イル壁やステンレス板を触ると、異常に熱くなっていませんか？�
ガスコンロやストーブの煙突などの熱源と壁などの間に、十分な距離があるか、熱を遮断する対策が取られているか再
確認しましょう！�
◇まもなく住宅用火災警報器の設置期限となります。�
一般住宅の寝室等に住宅用火災警報器を平成23年5月31日までに設置することが定められています。�
皆さんの家族を火災から守るためにも設置に努めて下さい。�
消防署でも設置促進のイメージキャラクターとして、火災からみんなを守るニューヒーロー�
「住警器マン」を作成して各イベント会場で広報活動を展開しております。�
平成23年5月31日まで残り182日（平成22年12月1日現在）�
（詳しくは　富岡消防署：22－2119　川内出張所：38－2119まで）�

医療費負担を少しでも軽く�家計にやさしいジェネリック医薬品！�家計にやさしいジェネリック医薬品！�家計にやさしいジェネリック医薬品！�
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広報かわうち　平成22年12月� 12

川内俳句会他�

墓地に関するお知らせ�医療従事者の皆さんは届け出を忘れずに�
　医師や薬剤師、看護師などの皆さんは、2年ごとに
届出票等を提出することが義務づけられています。今
年は届出の実施年にあたりますので、該当する方は平
成22年12月31日現在の状況を届け出てください。�
（1）日本の医籍・歯科医籍・薬剤師名簿に登録されて
　　いるすべての医師・歯科医師・薬剤師�
　〈届出先〉住所地または就業地を管轄する保健所�
（2）県内に就業する保健師・助産師・看護師・准看護
　　師・歯科衛生士・歯科技工士�
　〈届出先〉就業地を管轄する保健所�
◆問い合わせ先�
　最寄りの保健所または県庁保健福祉総務課�
　　 024（521）7217

　墓地は公共的な施設で原則として市町村や宗教
法人、公益法人が経営主体となります。�
　村内にあるお墓は、すべて公営共同墓地になっ
ており、個人名義の集落共同墓地と個人墓地の新
規も原則的に認められておりません。�
　また、それらの墓地を個人が勝手に拡張するこ
とや売買することも禁止されています。�
　墓地に関して不明な点がある場合は役場住民課
住民係までお問い合わせください。�
　 38－2113

　第19回福島県知事選挙が10月31日（日）に行われ、本村における投票状況は有権者数2,524人中、
投票者数は1,701人（うち期日前投票者数579人）で投票率は67.39％となり、前回（4年前）の福島
県知事選挙より△12.51％と下回りました。確定得票数は次のとおりです。�

福島県知事選挙�
候 補 者 名�

佐藤ゆうへい�

佐藤かつろう�

按分切捨票�

無効投票数�

投 票 総 数�

得　票　数�

1,584.367�

96.632�

0.001�

20
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十
一
月
吟
行
句
会�

（ 

高
塚
山
〜
ひ
と
の
駅 

）�

自

註

一

句

�



　前回の11月号には10月23日（土）に行われた創立60周年記念式典での久保田祥子さんの生徒代表のことば
と、24日（日）に行われた川内校最後の第16回紅葉祭の様子について掲載しました。今回はこれらを振り返り、
細かな部分にも触れたいと思います。�
創立60周年記念式典を振り返る�
1　式典実施までの経緯�
　創立60周年記念式典に係る準備の最初は、平成20年度第42回卒業式が行われた直後の平成21年3月5日（木）
でした。準備委員会のための打合せとして同窓会長、PTA会長、校長、分校長が分校長室で今後の方針に
ついて検討しました。そして、平成21年5月14日（木）に第1回富岡高等学校川内校創立60周年記念事業等準
備委員会が開催され、準備委員長に猪狩貢同窓会長が選ばれ、会則や組織の原案が検討されました。�
　2回の準備委員会を経て、7月27日（月）に富岡高等学校川内校創立60周年記念事業等実行委員会設立総会
が開催されました。川内村長、川内村教育長様をはじめ実行委員及び教職員31名が出席しました。実行委
員長に準備委員長でもあった猪狩貢同窓会長を選出し、会則、組織、役員について協議しました。�
　その後、式典実施までには総会を4回、総務委員会6回、記念式典委員会3回、記念誌編集委員会8回、記
念事業委員会3回、募金委員会6回実施しています。実行委員の方々には何度も委員会に出席いただき、検
討していただいたおかげで滞りなく式典を実施することができました。�
2　環境整備�
　式典の準備は、着々と進んでおりましたが、心配なことが一つありました。それ�
は校舎外の除草でした。川内校PTA主催の奉仕作業で一度は除草を実施しましたが、�
式典間近になり草丈が伸びてきました。そこで第4回総会にて実行委員長より奉仕作�
業の呼びかけがあり、10月16日（土）朝6：30～9：30まで、校舎まわり、河川の土手、�
グランドの除草をしていただきました。11名の方々に芝刈り機などを持参していた�
だき環境整備を実施していただきました。おかげさまですっきりした状態で式典を�
迎えることができました。�
3　係分担�
　式典の準備として生徒10名、教職員9人ではできない部分もかなりありましたが、�
実行委員の方々には、以下の様な係で御協力をいただきました。�
招待者受付；式典委員会、駐車場誘導；募金委員会、体育館誘導；記念誌編集委員�
会、祝賀会準備；記念事業委員会・記念式典委員会、祝賀会受付；記念式典委員会、�
祝賀会司会；秋元洋子様（記念事業委員会）�
　おかげさまで、何事もなくスムーズに式典及び祝賀会を終えることができました。�
  第16回紅葉祭を振り返る�
1　テーマ・ポスターについての秘話�
　テーマ『1ast  Memory ～10人で築く最後の思い出～』もポスターも�
生徒の作品です。川内校最後の10名の生徒による紅葉祭という思いが�
強くあります。右のポスターのアルファベットの上にはそのアルファ�
ベットの人文字が表現されています。そしてその『人』は、10名の生徒�
です。「1ast  Memory」の「1a」の部分は「10」とも読めるように疑似表�
現しています。�
2　記念植樹�
　紅葉祭の閉祭式終了後に全校生で記念植樹をしました。紅しだれ地�
蔵桜を玄関横の川に面した部分に植樹をしました。今は、か細い1本の桜木ですが、少しずつ成長し、数年
後には花を咲かせるでしょう。その花を対岸を車で通行するときでも見ることができ、川高の事を思い出
したい。たとえ校舎がなくなってもこの桜を見て自分たちも頑張りたいという願いを込めて植樹をしました。�
3　プロのミュージシャンによるコンサート�
　『Kanadeコンサート』�
　東京を中心に活動しているkanadeさんが川内校のために曲を作り演奏しました。写真にある背番号11の
ポロシャツは11番目の川高生という想いでkanadeさんに生徒�
からプレゼントしました。生徒に�
とってもkanadeさんにとっても思�
い出深いコンサートでした。�

川内校　分校長　阿久津正廣�

12月の主な行事�

30～3日　期末考査�
 3 日　自動車学校入校開始�
　　　自転車・バイク点検�
16日　弁護士による消費者教育講座�
21日　冬季校内球技大会�
22日　第２学期終業式�
27日　弱点分野克服学習会�

↑記念植樹�

↑紅葉祭　ポスター�
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 11月9日にかわうち保育園児による幼年消防クラブの防火

パレードが行われました。�

　園児たちは下川内の坂シ内や上川内町分などを歌に合わ

せて拍子木を打ちながら元気に村内をパレードしました。�

　パレード終了後、川内出張所の前で一日所長を務めた川

内小学校の猪狩勝人先生や村長、団長から火と仲良くして、

火の用心を心がけて下さいとあいさつがあり、これに対し

園児たちは「火遊びは絶対しません。」と大きな声で誓いま

した。�
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　去る11月13日（土）にうつくしま育樹祭実行委員会主催

のもと、第8回うつくしま育樹祭が本村いわなの郷周辺の広

葉樹林において盛大に開催されました。�

　当日は晴天にも恵まれ県内外から約200名近くの参加者が

訪れ、広葉樹林の間伐作業や、木工クラフト、弓目幾地内

の遊歩道散策など楽しいひと時を過ごせました。�

　昼食には、山海鍋ということで鮭汁やきのこ汁が振舞わ

れ、晴天の秋空の下で紅葉を眺めながらの食事は、格段に

美味しく頂けたと思われます。�

　第7回天山てらこや学習塾は、11月20日（土）にコニュ

ニティセンターで、せっけん作りを行いました。�

　せっけん粘土に色々な色を混ぜ動物や乗り物、自分の顔

などカラフルなオリジナルせ�

っけんが出来上がりました。�

　乾かしてせっけんとして使�

用出来るのは約 2 週間程かか�

ります。�

　出来上がるのが楽しみですね。�

天山てらこや学習塾�
　　　　　☆子供工作教室☆　～せっけんを作ろう～�

幼年消防クラブ防火パレード�
　　～かわうち保育園～�

第8回うつくしま育樹祭�
　　　　　　　　が盛大に開催�

広報かわうち　平成22年12月� 14

火の用心� 育樹の様子�

どんなせっけんつくろうっかな？   �

ぼくのせっけんどう？� 塾生のみんな�
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　10月31日（日）にスポーツ選手活用体力向上事業ソフト

テニス教室を村体育センターで開催しました。�

　世界ソフトテニス選手権個人3位、団体優勝の経験を持つ

ミズノアドバイザーで中央大学ソフトテニス部監督の田中

弘氏を講師に招き、スポーツの楽しさや競技を通じての体

験談について講演した後、ソフトテニスの基本的動作をわ

かりやすく指導していただきました。�

　トップアスリートに触れた20名の子どもたちは「基本が

大切だということが分かった」「分かりやすく教えてもら

いうまくできた」「努力すれば夢は叶う」などの感想を話

していました。�

　かわうち子ども議会が11月17日、村議会議場で開かれ川内小学校の６年生18名が、

議会の仕組み等に理解を深めた。�

　高木愛里さんが議長を務め、石井教育長が行政報告として「興学塾」をはじめと

する村の教育の取り組みを紹介した。�

　一般質問では、児童が「コミュニティセンターの施設管理や周辺の道路施設の整備」

「村活性化のための交流機会の増加」などについてただした。子どもならではの視

点の鋭い質問に村長が答弁した。�

　最後に、子ども議会議員からの発議として「週のうち1日は、ノーゲームデーにす

る。」「毎日、1時間以上家庭学習をやる。」「靴やスリッパを脱いだら、そろえる」

「大きな声で返事やあいさつをする。」「ありがとうと大きな声で感謝する。」な

ど自分達で実行することを誓う「未来に羽ばたく川内っ子宣言」を決めて終了した。�

�

かわうち子ども議会�
　　　　　　　が開かれた�

草野心平先生を偲び�
　　「かわうち心平忌」を開催�
�

トップアスリートから学ぶ�
　　　　ソフトテニス教室開催�

広報かわうち　平成22年12月�15

　心平先生が亡くなり、今年

が23回忌にあたることから、

心平先生ゆかりの長福寺で「第

1回かわうち心平忌」を教育委

員会・かわうち草野心平記念

館の主催で11月6日に開催いた

しました。�

　心平忌には、遺族の草野智

恵子さんをはじめ詩人の井上

禮子さん、林聖子さんや心平

先生と親交のあった方々が村

内外から45名出席されました。�

　主催者の晒名かわうち草野

心平記念館長の挨拶に続き矢内大丘長福寺住職の読経、中野直人氏の追悼の辞、

遠藤村長と井上禮子さんのご挨拶の後、天山祭りにおいても詩の朗読をいただ

いている斎藤貢（歴程同人・小高商業高等学校長）さんが草野心平先生の詩を

2編朗読を行うなど、草野心平先生を偲んでの心平忌は厳かの中で行われました。�

　引き続き行われた懇親会では、心平先生とのエピソードなどを語りながら和

やかに行われ、出席された方々との親睦と交流を図っておりました。�

　翌日は、草野心平先生のお墓（いわき市小川町の常慶寺）を訪れ焼香いたし

ました。�

多くの参加者が心平氏の歴史に触れた�

熱心に指導する先生�

議員のみなさん�

古内君� 渡辺君�
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　この度、浜通り郵便局長会（この日は、根本和政楢葉及

び渡邉川内郵便局長が来庁）では、遠藤村長を訪れ、窓口

対応用のベビーベット2台を寄贈されました。�

　このベビーベットは、赤ちゃん連れの方が役場などに来

庁された際、利便性に配慮して、贈られたものです。�

　さっそく役場内の正面窓口用として、またコミュニティ

センターロビーに設置しました。贈呈に先立ち、郵便局長

会ではいわなの郷付近のボランティア清掃を行い環境美化

にご尽力されました。ありがとうございました。�
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　森林環境交付金事業（基本枠）の一環として、11月10日川内中学校1年生

が川内村木質チップ保管庫、木質チップボイラーを見学し、川内村の造林施

業状況や、木質バイオマスエネルギーの体験学習を行いました。森林資源に

ついて活発な質問や意見が飛び交いました。�

　また、10月13日・26日には川内小学校6年生が下川内字平梨地区の三瓶修

二さんのご協力により、炭焼き体験を行いました。松ぼっくり・栗・リンゴ

等も炭にしてみました。また昔の家庭では日常の光景でした薪割り体験や、

森林の踏査、下川内字宮渡の馬場さんのご協力で木製品工芸での遊び、焼き

芋づくり等、色々な体験をさせていただきました。子供達は顔を炭で真っ黒

にしながら、楽しく時間を過ごしていました。�

　今回お世話になりました関係者の皆様本当にご協力ありがとうございました。�

　豊かな自然に育まれた天燃の地下水を利活用する本村を含

めて、全国の11の自治体が、地下水の保全と活用を考え、

今後の地域振興策を図る「第2回安全・安心でおいしい地下

水サミット」を、「い～井戸の日」と名付け、去る11月10日

に北海道東川町で開催しました。�

　本村は、県内で唯一、上水道施設のない自治体として、平

成13～14年度には相双保健福祉事務所が主体となって「森

の里の水自慢事業」を展開し、安全・安心であることが証明

されておりますが、この事業が発端で、今後の地下水を村の

振興策として啓蒙してきました。�

　今回の、この地下水サミットでは、最初に独立行政法人　

北海道立総合研究機構の丸谷　薫先生が「地下水資源と環境」

と題して講演が行われました。また、安全・安心でおいしい

地下水連絡協議会の総会が行われ、平成23年4月から遠藤村

長が会長に推戴されました。その後、「2010年　安全・安

心でおいしい地下水サミット宣言」を村長から提案し、我々

地域の天燃水を「環境水」と呼ぶことや誇りと自慢すること、

さらにはロゴマークを活用しながら魅力と活力ある地域づく

りを進めるなど5つの宣言が万場一致で承認されました。�

　なお来年度の開催は、川内村で行うことになりましたので、

村民皆様のご支援とご協力をお願いいたします。�

全国規模の「第2回地下水サミット」開催される。�
　　　　　　　　　　　　　　　　北海道東川町にて！�

ベビーベット2台を寄贈�
　　　　　　浜通り郵便局長会�

川内村の森林資源に�
　　ついて学ぶ（森林環境学習）�

広報かわうち　平成22年12月� 16

寄贈いただいたベビーベット�

炭焼き体験�

地下水サミットで発言する村長�

加盟自治体の首長と議長�
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　太極拳「天山の会」では、10月16日にすわの杜公園で公

開練習を行いました。�

　会員外の参加者もいて、朝の2時間、芝生の上で気持ち良

く体を動かしました。�

 毎月3回の練習日は広報かわうちのくらしのカレンダーに

掲載していますので、興味のある方の入会をお待ちしてい

ます。（代表　井出茂一　  38－2063）なお、ブログでの情

報発信もしていますのでご覧ください。�

　アドレスは h t t p : / / t a i j i s a t . e xb l og . j p /
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　10月24日（日）、総合グランド・すわの杜公園・第５区

集会所において、第５区区民大会が、区長始め多くの区民

参加のもと、盛大に開催されました。�

　この大会は、区の主催で毎年開催しているもので、区民

の健康増進と親睦を深めることを目的に実施しています。�

　この日は天候にも恵まれ、総合グランドとすわの杜公園

で、ソフトボールやグランドゴルフなどで交流を図りまし

た。�

　競技終了後は、第５区集会所に移動し、焼き肉や焼きそ

ばを食べながら、参加者全員で親睦を図りました。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　第一区集落協定では、このたび地域住民64名の参加のもと、中山

間直接支払事業の研修の一環として、千葉県富津市の千葉農産と国

会議事堂の現地視察を実施しました。�

　千葉農産の視察では、本集落内でも農用地利用改善団体について、

継続的に学習会を実施していますが、今回の研修では、農用地の集

団化・農作業の効率化等の改善を行うためのもので、集落の担い手

である農業生産法人に農地集積を進めるためその手法学んできました。�

　この研修で学んだことは、集落内での協力があれば、農業生産法

人の立ち上げが容易にでき、所得向上に繋がることを確信してきま

した。�

　今後の集落協定推進に活かしていきたいと思っています。�

区民の親睦を深める�
　「第5区区民大会」開催！！�

農業生産法人の立上げのための現地視察�
　　　　　第一区集落協定体験研修から�
�

太 極 拳 �
第6回 川内村�
　　　　村民ゴルフ大会結果�

広報かわうち　平成22年12月�17

　第6回目の川内

村村民ゴルフ大会

が、 1 1 月 1 4 日

（日）暖かい秋晴

れの下、総勢40人

の参加により盛大

に開催されまし

た。�

　参加された皆さ

んは、日頃の運動

不足の解消とスト

レスの発散に、おおいに体を動かし、大きな声で笑っていました。お疲れ様でした。�

　大会結果を報告します。�

【優　　勝】一般男性の部：佐久間和久（93） 　シ ニ ア の 部：横山　　誠（82）�

　　　　　　女 性 の 部：鈴木　好子（96）�

【総合成績】優　勝　佐久間和久（93）　　　　 第 4 位　猪狩　利夫（89）�

　　　　　　第 2 位　若松　　秀（76）　　　　 第 5 位　横山　　誠（82）�

　　　　　　第 3 位　横田　善秀（89）�

【ベストグロス】　　鈴木　輝夫（74）�

　次回の第7回大会は、春頃に予定しておりますので、村民の皆様の多数の参加をお

待ちしております。始めたばかりの人も大歓迎ですので、よろしくお願いいたします。�

恒例の焼肉�

参加者の様子�

心を静かに太極拳�

参加者の様子�



【善意のご寄付】�

　次の方から、ご寄付をいただきました。厚く御
礼申し上げます。�
＊社協ご遺志金�
・久保田信一様（北川原）　故久保田悟良様ご遺志�
・猪狩　友良様（宮　渡）　故猪狩知之進様ご遺志�
・秋元　常利様（中　島）　故秋元　恒治様ご遺志�
＊一般ご寄付�
・望月威男様（田村市）　・望月隆司様（田村市）�
　（株）イシフクフタバ会長　　（株）イシフクフタバ代表取締役�

　身近な方との交流や仲間づくりや楽しい話し合
いの機会を持つ、ふれあい・いきいきサロンの
12月の予定についてご案内します。対象地区の
方であれば、どなたでも参加できますので、お気
軽にご参加ください。�

■期日・場所�
　12月13日（月）　10時　第1区集会所�
　　　　　　　　 1区高齢者対象�
　12月15日（水）　10時�
　　　　　　　　  第3区山村活性化支援センター�
　　　　　　　　  2区・3区・4区高齢者対象�

　10月から1ヶ月間運動を展開しました赤い羽根
共同募金は、村民みなさまの温かいご協力により、
以下の募金額が寄せられました。募金募集にご協
力をくださいました各行政区長さん、班長さん、
お忙しい中の募集ありがとうございました。�

　11月5日　生活保護法制定60周年記念、児童

虐待の防止等に関する法律制定10周年記念を併

せた平成22年度全国社会福祉大会が、東京都日

比谷公会堂において開かれ、川内村社会福祉協

議会の活動実績が認められ全国社会福祉協議会

長表彰状を受けました。受賞式には、会長の遠

藤雄幸村長が出席し表彰状を授与されました。�

　平成22年度双葉地方老人クラブ大会･指導者研
修会は、葛尾村「村民会館」において郡内の老人
クラブ会長約200名の出席により開かれました。
午前中は、福島県警本部から講師を迎え「犯罪被
害に遭うということ」と題し、講演がありました。
午後からは式典が行なわれ、郡老連会長からの表
彰が行なわれました。�
　本村では次のクラブが受賞しました。�

＜クラブ表彰＞�
　第3区　常葉会老人クラブ　会長　秋元卓三様�
　第7区　長寿会老人クラブ　会長　三瓶乾太様�

　「歳末たすけあい運動」は、みんなでささえあ
うあったかい地域づくりをスローガンに、地域住
民やボランティア、民生委員、婦人会等の関係機
関・団体の協力のもと、新たな年を迎える時期に、
支援を必要とする人たちが安心して暮らすことが
できるようにするための運動です。今年も12月
から各地区の婦人会役員さんが各家庭を訪問し歳
末募金募集をしますので、住民の皆様のご理解と
ご協力をお願いいたします。�

・運動期間　　　平成22年12月1日～12月31日�
・運動推進主体　川内村婦人会�
　　　　　　　　　　　  川内村民生委員協議会�

行政区�
1�
2�
3�
4

124,000円�
56,000円�
177,000円�
76,000円�

166,000円�
98,000円�
78,000円�
59,000円�

�

行政区�
5�
6�
7�
8

金　　額� 金　　額�

その他　  50,550円　役場・社協・ふる里まつり�
合　計　884,550円�



　11月5日　村民体育センターにおいて、開かれま
した。村内各老人会9クラブから約100名の選手が
参加し日頃の練習の成果を競い合いました。�
　終了後、村公民館主催の中央学級芋煮会がコミ
ュニティセンター中庭にて開かれました。�
�
　大会結果は次のとおりです。�
　＜シングルスの部＞　　　＜ダブルスの部＞�
　優　勝　第7区長寿会　　優　勝　第3区常葉会�
　準優勝　第6区長寿会　　準優勝　第7区長寿会�
　第3位　福　寿　会　　  第3位　福　寿　会�

　10月28日　全国の民生委員関係者約3,900名
参加のもと、第79回全国民生委員大会が島根県
松江市において開かれ、川内村民生委員協議会が
長年にわたる民生児童委員活動の功績が認められ
て全国民生児童委員会長表彰状を受けました。受
賞式には、会長の河原英雄さんが出席し表彰状を
授与されました。�
　おめでとうございました。�
�

　老人クラブ会員親睦と融和を深めながら、スポーツ
の振興と健康増進による生きがいづくりの推進を図る
ことを目的に、今年からの新規事業として10月15日
村総合グランドで開催しました。�
　会員42名が参加し、優勝を目指してはりきってプレ
ーされホールインワンなどの好プレーも続出しました。�
大会の結果は次のとおりです  （敬称は略します。）�

総合：優　勝　志賀　正美　準優勝　菅波キミ子�
　　　第三区　市村　　明�
男性部門　�
第1位　志賀正美　第2位　市村　明�
第3位　石川一夫　第4位　五十嵐安�
第5位　青山義男�
女性部門　�
第1位　菅波キミ子　第2位　市村ミヤ子�
第3位　遠藤蔵子　　第4位　渡邉トミ子�
第5位　横田シノブ�



こんにちは　地域包括支援センター　です。�
（悪質商法の被害にあわないために）�

川内村地域包括支援センターは、高齢者等に関わるさまざまな相談を受付けております。�

複合施設ゆふね内　地域包括支援センター　　38－2941

　この度、双葉地域の医療を考える場として地域医療再生フォーラムを開催します。�
相馬・双葉地区の地域医療を守り進めるために住民はどうあるべきかを皆さんで考えましょう。�
　今回は…　地域医療を守り育てるための予防医療講演「あなたと家庭の健康に家庭医はどう役だつのか」�
　講師・福島県立医科大学地域・家庭医療学講座　教授　葛西龍樹先生�
■日程　平成22年12月19日（日）　　■受付　9：30　フォーラム　10：30～12：00�
■会場　ステーションプラザふたば　　■参加　無料�
　なお、ご参加を希望される方はあらかじめお申込みください。�
■申込み・問い合せ　主催　NPO法人はらまちクラブ　0244－22－2564　双葉町健康福祉課　0240－33－0128
　　　　　　　　　　　　　福島県地域医療課　024－521－7238

　10月1日から新型インフルエンザワクチン接種が始まりました。今年度は、これまでの季節性インフルエンザ
ワクチンと新型インフルエンザワクチンを含めた混合ワクチンです。�
　今年度は優先対象者は設けられませんので、全ての方が接種対象となります。�

福島県相双地域医療再生支援フォローアップ事業　地域医療再生フォーラム�

平成22年度　新型インフルエンザワクチン接種助成について�

①生活保護世帯に属する方�

②村民税非課税世帯に属する方�
�
③65歳以上の方�
（60歳以上65歳未満の方で、�
心臓、じん臓もしくは呼吸器�
機能、ヒト免疫不全ウイルス�
による機能障害を有する方）�

助成額�
全　額�

全　額�
�
�
�

1,600円�

自己負担額�
な　し�

な　し�
�
�
�

2,000円�

助成対象�
保健福祉課（ゆふね）窓口で発行する「新�
型インフルエンザ接種助成事業対象者証�
明書」の交付を受けてください。�

接種の際には、各医療機関の窓口で健康�
保険者証等の年齢が確認できるものを提�
示してください。�

接種までの手続き�

※助成対象者のうち、すでに接種された方は償還払いにより対応いたします。次の必要書類をご用意のうえ、保健福祉課へ申
　請してください。�

・医療機関の発行する領収書（写し）　・予防接種済証（写し）　・申請者の口座情報がわかる書類（通帳等）�
・印鑑�

■問い合せ　保健福祉課（ゆふね内）　　38－2941



※休日当番医は変更になる場合があります。受診の際は確認を
　お願いします。�
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■期　日　12月16日（木）�
■受　付　午後0時30分～45分まで�
■場　所　ゆふね�
■対　象　乳児…生後2ヵ月～11ヵ月児�
　　　　　1歳児…12ヵ月～13ヵ月児�
■医　師　渡部博道先生�
＊母子健康手帳を持参してください。�

乳児・1歳児健診�

■期　日　12月24日（金）�
■受　付　午前9時～午後1時�
■場　所　ゆふね�
■対　象　小学3～6年生�
■内　容　調理実習・食と健康について�
　〈メニュー〉　クリスマスパーティメニュー�
＊参加を希望される方は、12月20日（月）までゆふね
　にお申し込みください。�

すこやかクッキング�

運動教室�
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76
歳�

北
川
原�

63
歳�

林�
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85
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宮
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洋
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59
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前
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元
　
恒
治�

85
歳�

中
　
島�

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記の都合により休診にさ
せていただきますので、休診日を避けてご来所ください。�

※　上記「休診」は、予定ですので変更する場合もありますので、
あらかじめご了承願います。変更の場合、診療所の受付や診
療バスに「お知らせ」を掲示してお知らせいたします。�

　運動教室を開催しています。楽しく体を動かして
みませんか。�
■期日・場所　元気クラブ―12月9日（木）�
　　　　　　3区山村活性化センター�
　　　　　ほがらかクラブー12月16日（木）�
　　　　　　西山集会所　�
　　　　　なごやかクラブ―12月20日（月）�
　　　　　　1区集会所�
　　　　　しあわせクラブー12月9日(木)�
　　　　　　5区集会所�
■時　間　午前9時30分～11時�
　　　　　※しあわせクラブのみ午後1時30分から�
■対　象　体を動かしたい人ならどなたでも。�
　　　　　（介護予防、メタボ対策、肩こり・膝痛予
　　　　　防、ストレス解消など）�
■スタッフ　川内村健康サポーター�
■参加料　無料�
■持参するもの　タオル・飲み物�
＊参加を希望する方は会場にお集まりください。治
　療中の方は主治医に相談してください。詳しくは
　保健福祉係保健師までお問い合わせください。�

27－2901�

34－2601�

33－4555

32－1700�

34－2771�

32－5578

25－1222�

24－0024�

34－4832

広野�

浪江�

双葉�

大熊�

浪江�

大熊�

富岡�

浪江�

浪江�

富岡�

浪江�

富岡�

楢葉�

浪江�

浪江�

高野病院�

賛天堂渡部医院�

ゆき歯科クリニック�

こんの内科クリニック�

志賀医院�

佐山歯科医院�

とみおか整形外科クリニック�

玉井医院�

こわた歯科医院�

川村医院�

佐藤内科医院�

穴田歯科医院�

ときクリニック�

今村クリニック�

泉田歯科医院�

12／5�
（日）�

12／12�
（日）�

12／19�
（日）�

12／23�
（木）�

12／26�
（日）�

22－2211�

33－1133�

35－1599

富岡�

双葉�

浪江�

夜の森中央医院 �

耳鼻咽喉科ふたばクリニック�

にしはら歯科クリニック�

27－2231�
34－1187

広野�
浪江�

馬場医院�
松本耳鼻咽喉科医院�

12／29�
（水）�

12／30�
（木）�

25－5013�

24－0088�

35－3040

楢葉�

浪江�

浪江�

加藤医院�

手塚クリニック�

豊嶋歯科医院�

12／31�
（金）�

21－1330�

34－3165�

35－5522

22－3311�

34－5761�

22－3522
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　　 プラ・ペット�

�
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�
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�
○将棋クラブ�
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　　 燃えるごみ�

�

�
○興学塾�
�
○わんぱく教室�

�
�
�
　　 プラ・ペット�

�
○元気クラブ�
○しあわせクラブ�
 　21ページ�
�
○よさこい�
○老人ダンス�

�
○はつらつ教室�
�
○書道�
�
�
　　 粗大ゴミ�
　　 ビン類�
　　 燃えるごみ�

�
○興学塾�
�
○将棋クラブ�
○太極拳（体育館）�
�

� �
○いきいきサロン�
 　18ページ�
�
○フラダンス�
○カラオケ　　　
　　　　クラブ�

�
○手芸クラブ�
○演歌舞踊�
○よさこい�
�
�
�
�
　　 燃えるごみ�

12月議会�
定例会召集日�

○興学塾�

○いきいきサロン�
 　18ページ�
○心配ごと相談所�

　　 プラ・ペット�

�
○乳児・１歳児�
　健診�
○ほがらかクラブ�
 　21ページ�
�
○コーラス�

�
○はつらつ教室�
�
○スポーツ民踊�
○書道�
�
�
�
　　 燃えるごみ�

�
○将棋クラブ�
○太極拳�
○大正琴�

� �
○なごやかクラブ�
 　21ページ�
○健口教室�
�
○フラダンス�
�

�
○陶芸クラブ�
○よさこい�
�
�
�
�
�
　　 燃えるごみ�

�
　�
�
�
�

�
�
　　 プラ・ペット�

天皇誕生日�
�
○老人ダンス�

クリスマス�
�
○興学塾�
�
○将棋クラブ�

� �
○フラダンス�
○カラオケ　　　
　　　　クラブ�

仕事納め�
�
�
�
�
�
�
�
　　 燃えるごみ�

�
� 大晦日� �

�
○すこやか�
　クッキング�
�
��

　　 不燃物・カン類
�

�
　　 燃えるごみ�

かわうち保育園幼年消防クラブ防火パレード�

Ｈ22.10.31現在　世帯数 ／1,122世帯（前月比＋ 1 ）　人口／ 男1,530人（前月比－ 4 ）　女1,462人（前月比－ 1 ）　計2,992人（前月比－ 5 ）�

23日（祝）天皇誕生日�

25日（土）クリスマス�

28日（火）仕事納め�

31日（金）大晦日�

1 　　大安� 2 　　赤口� 3 　　先勝� 4 　　友引�

5 　　先負� 6 　　大安� 7 　　赤口� 8 　　先勝� 9 　　友引� 10　　先負� 11　　仏滅�

12　　大安� 13　　赤口� 14　　先勝� 15　　友引� 16　　先負� 17　　仏滅� 18　　大安�

19　　赤口� 20　　先勝� 21　　友引� 22　　先負� 23　　仏滅� 24　　大安� 25　　赤口�

26　　先勝� 27　　友引� 28　　先負� 29　　仏滅� 30　　大安� 31　　赤口�  

�

●�ゆ�

休日当番医�
裏面に記載しています。�


